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はじめに 
 

位置情報技術は、今や私達の生活にとって重要な技術になっている。 

例えば、もし、今、GPSをはじめとする測位技術が利用できなくなった場合、スマートフォンのサー

ビスの多くが成り立たなくなったり、物流にも大きな影響が出るであろう。 

本書、『位置情報ビジネス報告書』の発行は今回で 4回目となるが、4年前には想像さえもしていな

かった領域にまで、位置情報技術が影響を及ぼすようになっており、年々調査範囲が拡大している。 

当初は、位置情報を使った情報配信やナビゲーション、マーケティングに関するビジネスモデルが

大半であったが、今年は O2O（Online to Offline、）、スマートシティ、ウェアラブルデバイス、UAV

（Unmanned Aerial Vehicle、無人航空機）など、多様な事例についてフォローをするようになった。

位置情報技術がさまざまな分野で活用されるようになったことにより、「位置情報ビジネス」という、

位置情報を主語にした市場では捉えきれないような可能性が広がっているとも言えるだろう。 

したがって、今回の報告書は大幅に構成を見直し、残した章も加筆修正をかなり加えている。 

 

第 1 章では、位置情報ビジネス全般についての概要や沿革、市場の概況について記述している。 

第 2章では、主要な位置情報ビジネスを 7つのジャンルに分類し、33 のビジネス事例について紹

介している。 

第 3 章では、iBeacon の登場により普及期に入ろうとしている、マイクロロケーションサービス

についての国内外の事例を紹介している。 

第 4 章では、スマートシティについての取り組みの概要を見ながら、位置情報を利用している事

例や、その可能性を紹介している。 

第 5 章では、位置情報技術の動向について記載した。2013 年版の項目に、iBeacon や ウェアラブ

ルデバイスなどの項目を追加した。 

第 6 章では、政府や自治体がもつデータを、自由利用が可能なライセンスで公開し民間に使って

もらうという「オープンデータ」という取り組みの中から、位置情報に関連する事例を取り上げ

ている。 

第 7 章では、位置情報ビジネスの将来展望について、技術的な視点、サービス面の視点から予測

を行った。 

 

本書では、急速に発展し、さまざまな業界を変化させている位置情報ビジネスについて、多様な視

点から紹介を行っている。変化の激しい業界でもあり、執筆中に新たなニュースが入ってきて内容を

差し替えることも数多くあった。そのような中でも、単純に網羅的に情報を並べるのではなく、でき

るだけビジネスに活用できるような事例を選んで掲載するよう努めた。本書に目を通す方がビジネス

を行ううえで少しでもお役に立てれば幸いである。 

2014年 12月 関 治之  
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位置情報の利用は、多様な機器やサービス、技術と組み合わされ加速しているため、「位置情

報ビジネス」という言葉の範囲をつかむことは難しい。そこで、第 1章では、本書で述べる「位

置情報ビジネス」の範囲を「インターネットを利用したビジネス」を定義としたうえで、位置情

報ビジネスの構造、これまでの歩み、国内外の市場規模について解説する。 

1.1 位置情報ビジネスとは何か 

1.1.1 位置情報ビジネスの概要 

そもそも位置情報ビジネスという言葉に明確な定義はない。今回で 4 年目となるこの報告書では、

これまで主に GPS（Global Positioning System）や地理空間情報を活用したタイプのビジネス全般を

ターゲットにしてきた。 

古くはインターネットの地図サービスや店舗検索サービスなどから始まり、スマートフォンや SNS

（ソーシャルネットワーキングサイト）、測位技術の発展によりターゲット範囲を拡大してきた。O2O

（Online to Offline）市場をはじめとする新たな市場も拡大し、日々多くのサービスが生まれてい

る。 

近年では、さまざまなセンサーの発達や機器の小型化、省電力な近距離無線通信規格の普及などと

いった要因によって、スマートフォンだけでなく、腕時計型のデバイスやメガネ型のデバイスといっ

た、いわゆるウェアラブルデバイスを連携させたビジネスも生まれ始めている。自動運転などの技術

も進化しており、それらの多くには位置情報が大きな役割を担っているのである。 

 

モノのインターネット（Internet of Things:IoT）という言葉が注目されているように、さまざま

な「モノ」がインターネットに接続される世界が訪れようとしている。これに従い、「モノ」が物理

的にどこにあるか、どのような状態なのかといったセンサー情報は、今後爆発的に増えていく。多く

のものに位置情報が付与され、位置情報が世界に溶け込んでいくなか、位置情報を扱うことそのもの

を目的としたサービスは特別なものではなくなり、既存のビジネスや課題解決を、位置情報を使って

どのように進化させるのかという、「位置情報ありき」でない部分でサービス開発を行うことが重要

となるだろう。 
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1.1.2 位置情報ビジネスの構造 

図 1-1に示すように、位置情報ビジネスは、位置情報を起点として、いくつかの異なるデータやサー

ビスと連携しながら新たな価値を作り出しているビジネスである。 

GPS搭載携帯電話をはじめとするモバイルデバイスを利用してユーザーの位置情報を取得（センシ

ング）し、時にソーシャルメディアや地理空間情報プロバイダなどのデータを利用しながら、ユーザー

に対して適切なコンテンツを配信する。 

コンテンツを配信する際に地図や店舗情報などの地理空間情報を表示するケースも多く、その場合

には、地理情報プロバイダから地図データを取得してユーザーに表示させることになる。 

多くの地図プロバイダは、地図だけでなく、ユーザーから送信された位置情報（緯度経度情報）を

地名に変換する、「リバースジオコーディング」などの機能も提供している。 

また、配信するコンテンツには、地理情報プロバイダが提供する道路データや POI（Point Of 

Interest）などの地理情報データを利用することも多い。POIとは、特定の場所を指す用語で、飲食

店やランドマークの情報が代表的なものである。 

図 1-1 位置情報ビジネスの構造 

 

〔出所：著者作成〕 
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第 2 章では、さまざまな分野で利用が進んでいる位置情報ビジネスについて、7つのジャンル

に分類し、33 のビジネス事例について解説する。各サービスや企業の情報については可能な限

り最新の情報を掲載できるよう努めた。 

2.1 位置情報ビジネスの分類 

本章では、サービスの特性にもとづいて、次の 7つのジャンルに分類した。 

それぞれの分野の主なサービスは、以下の通りである。 

 

①地図サービス 

地図を提供しているサービスの紹介とその重要性の変化について解説する。 

└主なサービス：Googleマップ、Apple Map（アップルマップ）、Baidu Map（バイドゥマップ） 

 

②カーテレマティクス系 

車載インフォテイメント分野と車載データの利活用をしているビジネスについて紹介、解説する。 

└主なサービス：CarPlay（カープレイ）、Android Auto（アンドロイドオート）、Automatic Link

（オートマチックリンク）、Delphi Connected Car（デルフィコネクテッドカー）、カートモ、ホンダ、

トヨタ 

 

③ソーシャルメディア系 

位置情報を友人などと共有するチェックイン系サービスについて紹介、解説する。チェックイン系

サービスは、「単独でサービスされているもの」と「位置情報をタグづけし、1機能としてサービスさ

れているもの」にわかれる。 

└主なサービス：Swarm（スワーム）、僕の来た道、Facebook（フェイスブック）、Instagram（イン

スタタグラム） 

 

④スポット情報サービス 

都市や地域におけるタウン情報に対して、検索やまとめ機能を提供するサービスについて紹介、解

説する。スポット情報サービスは、店舗側の情報をもとに生成されるサービスと、UGC（ユーザージェ

ネレイトコンテンツ）のように消費者サイドから生成されるサービスにわかれる。 

└主なサービス：ぐるなび、食べログ、Yelp（イェルプ）、TripAdvisor（トリップアドバイザー）、

Retty（レッティ）、Foursquare（フォースクエア）、NAVERまとめ 
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⑤コンテキストサービス系  

好みや状況を把握したうえで次のアクションを先読みし、コンシェルジュ的に提案するサービスに

ついて紹介、解説する。 

└主なサービス：Google Now（グーグルナウ）、Aviate Launcher（アビエイトランチャー） 、Cover

（カバー）、 

 

⑥センサー系サービス 

GPSとセンサー技術（加速度センサー、電子コンパス、方向センサーなど）を複合して提供してい

るサービスについて紹介、解説する。 

└主なサービス：NiKE＋（ナイキプラス）、Moves（ムーブズ） 

 

⑦その他 

上記カテゴリー以外で、位置情報を用いた注目しているサービスについて紹介、解説する。 

└マジックバンド、Uber（ウーバー）、Barclays Cycle Hire（バークレイズ・サイクルハイヤー）、

Citi Bike （シティバイク」、Ingress（イングレス） 

 

次に、それぞれのビジネスについて詳しく見ていく。 

2.2 地図サービス 

スマートフォンの浸透によって、外出先で現在地や目的地を検索したり、ナビゲーション機能を立

ち上げたりする機会は増え続けている。 

モバイルユーザーが行う検索の大部分は位置情報に関連し、モバイルの普及とともに「地図」の役

割は大きくなってきている。 

Waze（ウェイズ）社 CEOのノアム・バーディン（Noam Bardin）氏は、2013年 4 月の AllThingsD カ

ンファレンスで、「PCにおけるポータルサイトの地位を、スマートフォンでは地図が担うようになる」

と述べた。 

今までは、ユーザーは、パソコンでインターネットとつながる際、Google であったり Yahoo!のよ

うなポータルサイトを最初に立ち上げ、欲しい情報に関するキーワードを入力していた。しかし、現

在では、外出先でスマートフォンを立ち上げた際、そういったポータルサイトで検索するのではなく、

地図を立ち上げ、現在地を確認し、そこからカフェや宿泊施設、映画館などあらゆる情報の検索をす

る機会が増えている。 

つまり、PCにおいては、ポータルサイトを起点にして、対象となる情報にアクセスするが、スマー
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これまで、位置情報サービスは、主に GPS（全地球測位システム）やセルベース（基地局）を

使用するものが主流であった。O2O市場においても、GPSの「ジオフェンシング」という、地図上

にバーチャルなフェンス（範囲）を設置して、そのフェンスの中に特定のユーザーや特定のモ

ノが出入りした際に、決められた処理を自動的に行う技術を活用し、近隣の情報やクーポンを配

信することにより、相互送客や実店舗への誘導を促す方法が中心であった。 

2013年、米アップル社（本社：米国カリフォルニア州）が新 OSの iOS7を発表した際、Bluetooth 

Low Energy（BLE）を利用した位置近接検出技術「iBeacon」を発表した。これを受けて、屋内位

置情報サービスが一気に加速してきた。 

屋内測位については、これまで Wi-Fi、音波、NFC（Near Field Communication、近距離通信）、

屋内 GPSなどの技術を用い、各社がそれぞれの技術のサービス化を狙っていたが、iBeaconの登

場によって、屋内測位を活用したサービス全体が加速した。今後は、iBeacon が先頭を引っ張っ

て行くものと思われる。 

屋内測位技術は「マイクロロケーション技術」と称され、GPSで計測のできない屋内、電波の

届かない場所、より狭い場所での位置情報取得が本格化してきている。 

ここでは、iBeacon とはどういったものか、何を可能にするのか、それによってもたらされる

マイクロロケーションの将来について、事例を交えながら解説する。 

3.1 マイクロロケーションサービス 

3.1.1 iBeaconとは 

iBeaconとは、米アップル社が iOS7に搭載した Bluetooth Low Energy（BLE）を利用した近距離無

線通信技術で、iBeacon の発信機から出た電波をスマートフォンが受信する仕組みである（図 3-1）。

BLEは、Bluetooth 4.0から対応した機能で、低消費電力での動作を実現する。 

ビーコンと言われる BLEの無線通信機能を内蔵した小型端末があり、そのビーコンから発信される

電波をスマートフォンが受信することによって、位置を特定するというものである。電波は数十メー

トル以内に届く。 

発信機は小さく安価であるため、店の入口や商品棚に設置することで、そこに近づいた顧客に正確

な商品情報を提供することができる。 
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図 3-1 iBeaconのイメージ 

 

図右の多面体のものが iBeacon端末 

〔出所：http://estimote.com/〕 

3.1.2 iBeaconの特徴 

iBeaconの信号を OS 側で自動的に受信できるよう、iOS7.1からアプリの起動が必要なくなった。 

このように、端末側が自動的に Bluetoothの電波を取得する仕組みを採用しているため、アプリ起

因による電池の減りの心配がなくなった。 

位置情報を活用した施策は、位置情報の設定を ON にすることにより電池消費が激しくなるという

不安があったが、OS 側が自動で取得することでその不安が大幅に軽減された。 

また、ビーコン端末（ビーコン信号を発信する端末）が安価であることも重要である。1端末あた

り安価なのもので 300 円 145から販売されている。そのため、複数個をまとめて統計可能とするソ

リューションも出てきている。これまでのWi-Fiや音波などのインフラコストがかかっていたものと

比べ、企業の導入ハードルも下がってきている。 

3.1.3 iBeaconの基本機能 

iBaeconは、Core Location146というフレームワークを使用しており、電波受信状況と距離状況の取

得という 2つの機能を実現している。 

 
                                                   
145 http://www.aplix.co.jp/?p=7542 (株式会社アプリックス) 
146 https://developer.apple.com/jp/devcenter/ios/library/documentation/LocationAwarenessPG.pdf 

http://estimote.com/�
http://www.aplix.co.jp/?p=7542�
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現在、世界各地で、ICT を利用して、電力をはじめとするエネルギーを効率的に利用すること

を目的とした、スマートシティへの取り組みが行われている。 

このスマートシティには、エネルギー資源や各種センサー、気象の予測技術や通信技術など、

さまざまなことが重要な要因となってくるが、位置情報の利用についても、大きな可能性をもっ

ている。 

本章では、スマートシティについての取り組みの概要を見ながら、位置情報を利用している事

例や、その可能性を紹介する。 

4.1 スマートシティの定義 

4.1.1 スマートシティの定義 

「スマートシティ」という言葉は厳密には定義されておらず、提唱する企業や団体などでその定義

はさまざまである。技術の観点では、大きく 2つの文脈で語られていることが多い。 

1 つは電力のスマートグリッド、CO2削減、自然エネルギー、エネルギー需給バランスなどのエネル

ギー問題に比重を置いた定義である。 

国土交通省のサイトにある「経済発展と環境対策の両立に向けて～スマートシティという視点～」200

では、「（中略）このように双配電システムで電力系統のインテリジェント化を実現し、再生可能エネ

ルギーを最大限に利用する社会が『スマートシティ』なのである。」 

と明確に述べられている。 

 

もう 1つの定義としては、エネルギー問題だけではなく、高速通信技術や IoT(Internet of Things、

モノのインターネット)、クラウドコンピューティング、モバイルデバイスおよびアプリケーション

など IT技術の活用や、コミュニティの参画など社会全体を視野に入れた視点による定義と言える。 

例えば、EUで採用されているスマートシティのベンチマーク基準に、「ヨーロピアン・スマート・

シティーズ」201がある。これはウィーン工科大学を中心に、官民を含む多様な利害関係者で開発され

ている、「スマートシティかどうか」を判定する基準である。 

2014 年発表された最新のバージョン 3 によるモデル 202では、特にエネルギーを主軸にしたもので

 
                                                   
200 国土交通省 Webサイト、東京工業大学統合研究院 ソリューション研究機構教授 柏木 孝夫 氏 

http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/iten/service/newsletter/i_02_71_1.html 
201 europian smart cities、http://www.smart-cities.eu/ 
202 The smart city model.  Smart-cities.eu  日本語は筆者による訳 

http://www.smart-cities.eu/model.html 

http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/iten/service/newsletter/i_02_71_1.html�
http://www.smart-cities.eu/�
http://www.smart-cities.eu/model.html�
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はなく、以下の 6 つの幅広い視点が提供されている。 

（1）Smart Economy 

イノベーション、起業、経済イメージ、生産性、労働力の流動性、国際性の定着、変化への

適用性 

（2）Smart Mobility 

地域アクセス、国際アクセス、ICTインフラ、安全・持続可能・イノベーティブな交通システ

ム 

（3）Smart Governance 

意思決定への期待、公共サービス、行政の透明性、政治の戦略と視野 

（4）Smart Environment 

自然環境の魅力、公害、環境保護、持続可能な資源管理 

（5）Smart Living 

文化施設、健康状態、個人の安全、住環境の質、教育施設、観光客に対する魅力、社会的一

体性 

（6）Smart People 

資格のレベル、生涯学習への親しみ。社会的・民族的な多様性、柔軟性、創造性、都市性／

考え方がオープンかどうか、公共生活への参加 

 
また、新エネルギー導入促進協議会（NEPC）が運営するポータルサイト「Japan Smart City Portal」

から引用 203すると、『Smart City（スマートシティ）／スマートコミュニティとは』というタイトル

で以下のように述べられている。 

「スマートシティ／スマートコミュニティとは、市民の QOL（生活の質）を高めながら、健全な経

済活動をうながし、環境負荷を抑えながら継続して成長を続けられる、新しい都市の姿である。 

(中略)これは、行政や企業だけが取り組み、市民に提供するものではない。市民が積極的に参加し、

それぞれが描く将来像を共有し、それぞれの知恵を出し合いながら形作っていくものだ。それこそが、

スマートシティである。」 

 

このように、IT技術を駆使したエネルギーや交通の効率化、最適化を軸に、これからのあるべき都

市像を模索する取る組みや実験の総称を「スマートシティ」の定義と考えてよい。 

 
                                                   
203 Japan Smart City Portal (一般社団法人新エネルギー導入促進協議会) 

http://jscp.nepc.or.jp/index.shtml 
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位置情報ビジネスの発展には、測位技術やインフラなどの変化が大きく影響している。 

近年は、FOSS4G（Free and OpenSource Software for Geospatial）と呼ばれる、オープンソー

ス系のソフトウェアが伸びてきているほか、オープンストリートマップのデータの品質も上昇し

てきており、選択肢の幅が広がってきている。 

また、オープンデータやセンサー情報など、現実世界の情報を活用することもできるように

なってきた。 

この章では、位置情報ビジネスを構成する要素の中から技術的な側面に焦点を当てて解説して

いく。 

5.1 センシング 

現在地をはじめとするさまざまな状況をデジタル的に把握する、センシング技術の向上が、位置情

報ビジネスの向上と深く結びついているのは言うまでもない（図 5-1）。 

図 5-1 技術レイヤと位置情報の関係 

 

デバイスで取得した位置情報をサーバに送り、サーバ側でコンテンツを検索して返却。サーバ間で位置情報データを交

換する場合もあるが、その際には主に標準化されたデータ仕様でやりとりをする。 

〔出所：著者作成〕 
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GPSをはじめとする位置測位技術が搭載された携帯電話端末が普及し、多くのユーザーに行き渡っ

たことにより、位置情報を使ったアプリケーションが使われるようになった。さらに、近年は携帯電

話端末だけでなくメガネや時計の形をした、ウェアラブルデバイスも登場している。 

また、家電や建物や道路、カメラなど、さまざまなものにもセンサーが取り付けられ、インターネッ

トに接続されるようになっている。このような状況は、「IoT」（Internet of Things、モノのインター

ネット)などと呼ばれ、近年、注目されている。また、センサーが搭載された機械同士が通信をしあ

いながら動作する、M2M（Machine to Machine）などの言葉も、あちらこちらで聞かれるようになっ

てきている。 

ここでは、以下の順で解説を行う。 

（1）GPS 

（2）基地局測位 

（3）Wi-Fi測位 

（4）IMES 

（5）その他の測位技術 

5.1.1 GPS（GNSS） 

GPS（Global Positioning System）は、人工衛星からの電波を利用して位置を計測するシステムの

ことである。一般には GPSと呼ばれているが、GPSは米国が運用するサービスの固有名称で、総称は

GNSS（Global Navigation Satellite System）と呼ばれる。 

2014 年 9 月現在、グローバルに使用できる GNSS には、米国が運用する GPS とロシアが運用する

GLONASS（グローナス、GLObal'naya NAvigatsionnaya Sputnikovaya Sistema）がある。そのほか、

2020 年の稼働を目指す中国の Compass、2017 年の稼働を目指す EU による Galileo（ガリレオ）があ

る。 

GPS と GLONASS、COMPASS が、軍事目的を主として開発された技術であるのに対して、Galileo は、

世界初の民間主導の GNSS である。Galileo は、有事の際にも精度が保証できること、誤差 1メートル

以内と、GPSよりも高精度であることから、期待も大きい。 

地域に限定した GNSS としては、インドやフランスがそれぞれ、IRNSS （Indian Regional 

Navigational Satellite System）や DORIS （Doppler Orbitography and Radio-positioning Integrated 

by Satellite）といった独自のシステムを保有しているほか、日本でも準天頂衛星〔QZSS：Quasi（準）

Zenith（天頂）Satellites（衛星）System〕というシステムが 2019年の稼働を目指している。 

準天頂衛星は、3機以上の衛星が交代で、常に日本のほぼ真上に見えるような軌道に配備され、GPS

を補完することでセンチメートルの単位での測位精度を目指している（図 5-2）。現在、1機の衛星「み

ちびき」が打ち上げられ、部分稼働している。 
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2013 年頃から、政府や自治体、企業や個人が作成したデータをオープンライセンスで広く公

開する、「オープンデータ」という取り組みが盛んである。 

日本国政府が発表した電子行政オープンデータ推進のためのロードマップ 294では、重点的に

公開する情報として地理空間情報を挙げている。特に、自治体が作成するオープンデータは地域

性が高く、位置情報が関連するものが多い。実際に事例も地域性を持ったものが多いため、本調

査報告書では、章を割いて紹介することとした。 

6.1 オープンデータを取り巻く状況 

オープンデータの潮流は、EUで 2003 年に発表された、「PSI（公共保有データ）の再利用に関する

指令」を契機に広がった。英国では、特に積極的な情報公開を行い、2005 年 7 月には「PSI 再利用

に関する規則 295」を決定。2008年 3月には、 Power of Information Taskforce を組織し、「公共保

有データそのものを公共資産化することが、経済成長を獲得するうえで重要であることを宣言」し、

積極的に公開と活用を促していった。以後、この流れが世界各国に飛び火していくことになる。 

 

2010 年 5 月には英国キャメロン首相が「透明性アジェンダ 296」を発表し、「再利用可能かつ機械

判読可能な形でのデータの公開」「営利利用も可能とする同一のオープンライセンスでの公開」「単一

のオンラインアクセスポイントでデータ入手可能であること」の 3 原則が掲げられた。 

 

米国では、オバマ大統領が 2009年 1月 21日に発表した「透明性とオープンガバメントに関する覚

書 297」という書簡で、オープンデータの 3原則として、 

（1）透明性の向上（Transparency） 

（2）参画（Participation） 

（3）協働（Collaboration） 

という 3原則を掲げた。 

まず、積極的な情報公開や、データに基づいた意思決定を通じて透明性を向上させ、プロセスを見

える化する（Transparency）。そのうえで、行政への市民参画や民間による公共データ活用を促す

（Participation）。そしてプラットフォームとしての政府（Government as a Platform）を実現し、

 
                                                   
294 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou3.pdf 
295 http://www.legislation.gov.uk/uksi/2005/1515/contents/made 
296 http://www.nationalarchives.gov.uk/documents/information-management/psi-report.pdf 4 ページ

を参照 
297 http://www.whitehouse.gov/the_press_office/Transparency_and_Open_Government/ 

http://www.nationalarchives.gov.uk/documents/information-management/psi-report.pdf　4�
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組織を超えた産官学民の連携を促進する（Collaboration）という考え方である。 

米国では 2009 年 5 月に米国版データポータル、data.gov が公開され、その後、2012 年 5 月 23 日

には、「21 世紀のデジタル政府構築に関する覚書」が発表され、連邦政府の保有情報は「原則公開」

となり、「選んだものを公開する」という姿勢から、「公開できない理由のないものは原則公開する」

という姿勢へと転換した。 

 
2013 年 6 月 8 日には、イギリスで行われたG8 サミットにて各国首脳が「オープンデータ憲章 298」

に合意している。この憲章には、 

（1）Open Data by Default（原則としてのオープンデータ） 

（2）Quality and Quantity（質と量） 

（3）Usable by All（すべての人々が利用できる） 

（4）Releasing Data for Improved Governance（ガバナンス改善のためのデータの公表） 

（5）Releasing Data for Innovation（イノベーションのためのデータを公表） 

という 5つが宣言されている。 

 

日本では、2012年 7月 4日に決定された、「電子行政オープンデータ戦略 299」にて、 

（1）「透明性・信頼性の向上」 

（2）「国民参加・官民協働の推進」 

（3）「経済の活性化・行政の効率化」 

の 3 点が挙げられている。 

安部総理が 2013年 6月 14日に発した「世界最先端IT国家創造宣言 300」のなかで、III-1.「革新的

な新産業・新サービスの創出と全産業の成長を促進する社会の実現」の項目として「オープンデータ・

ビッグデータの活用の推進」という項目が入っており、オープンデータ化が推進されてきた。その工

程表に従い、2013年 6月 19日には、各府省情報化統括責任者（CIO）連絡会議にて政府サイトにおけ

る利用規約、政府標準利用規約（第 1.0版）301が決定された。 

また、2013年 12月 19日には日本版データカタログ 302の試行版を公開している。 

省庁によってオープンデータ推進に積極的なところとそうでないところがあるが、徐々に公開範囲

は拡大していくと考えられる。 

地理情報に限って言えば、以前から国土地理院はデータを公開していたが、利用できる目的が限ら

れたり、申請が必要だったりと、厳密なオープンデータとはいえなかった。現在、地理空間情報クリ

 
                                                   
298 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/densi/dai4/sankou8.pdf 
299 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/120704_siryou2.pdf 
300 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20130614/siryou1.pdf 
301 http://www.soumu.go.jp/main_content/000315604.pdf 
302 http://gov.go.jp/ 
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第 7 章では、位置情報ビジネスの将来展望について述べる。 

最初に技術ベースでの将来展望を、ガートナー社の発表した『注目すべき 5 つの「SMART」テ

クノロジー』というレポートを元に、IoT、モノづくりマシン（３Dプリンタなど）、ヒューマン・

オーギュメンテーション（人間拡張）、ロボット工学、考えるマシン（機械学習の進化など）に

ついて述べる。 

本章の後半では、今後注目されるマーケットである、ウェアラブル（メガネ型／腕時計型）、

スマートホーム（スマートハウス）、ロボット（人型ロボット／UAV／農機）の中での位置情報の

活用例とその可能性を示すこととする。 

7.1 位置情報技術の将来展望 

米国に本拠地を置くICTアドバイザリー企業であるガートナー社は、2014年 5月 15日に発表したレ

ポート『注目すべき 5 つの「SMART」テクノロジー』316にて、今後 5 年にわたってビジネスに大きく

影響をおよぼすと考えられる、5つの新たなトレンド技術を発表している。 

 

SMARTとは、それぞれのトレンド技術の頭文字を取っており、 

（1）S：センサーおよびモノのインターネット 

（2）M：モノづくりマシン 

（3）A：ヒューマン・オーグメンテーション 

（4）R：ロボット工学 

（5）T：考えるマシン 

を指している。この 5 つのトレンドが、新たなデジタル産業経済の発展とデジタル・ビジネスの進歩

に破壊的かつ広範な影響を与えると紹介されている。 

そのうちの 1 つ、センサーおよびモノのインターネット（IoT）については、位置情報ビジネスが

発展してきた延長線上に起きているイノベーションである。 

また、他の技術の発展も、位置情報ビジネスと組み合わさったり、または位置情報ビジネスそのも

のがそれにより進化したりといった影響を与えるであろう。 

ここでは、ガートナーの報告を紐解きながら、将来の技術について考察していきたい。 

 
                                                   
316 http://www.gartner.co.jp/b3i/research/140527_itm/index.html 
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7.1.1 センサーネットワークとモノのインターネット 

『注目すべき 5つの「SMART」テクノロジー』によると、「モノのインターネットとは、インターネッ

トに接続されているインテリジェントなオブジェクト(モノ)の増加を表す用語である。」とされ

「Internet of Things」（IoT）という用語で表現されることも多く、一部では非常に話題になってい

る。 

将来、センサーの小型化、低価格化はさらに進み、さまざまなモノにセンサーが埋め込まれ、それ

自身が通信を行うようになっていくと考えられる。ガートナーの別の資料、「Forecast: The Internet 

of Things, Worldwide, 2013」317では、インターネットに接続されたデバイス（PC、タブレット端末、

スマートフォンを除く）の数が、2020年までにほぼ 30倍となる 260億台以上まで増加し、それによっ

て実現される全世界での経済的付加価値も 1.9兆ドルに上り、そのうちの 80％がサービスによっても

たらされると紹介されている。 

 

例えば、リベリウム社はクラウドにつながるさまざまなセンサーを開発して提供しているが、彼ら

のホームページで紹介されているマップが非常に興味深い（図 7-1）。今や、街はセンサーに溢れてお

り、それらすべてがさらに小型化、省力化され、ネットワークに繋がり、自律的なネットワークを構

築できるようになるのである。 

このマップに描かれているだけでも、環境、交通、電力、防災／減災、食糧、スポーツ、健康、イ

ンフラ管理、ショッピング、レジャーなどのさまざまな分野で新しいサービスが生まれていくことが

感じられる。 

 
                                                   
317 https://www.gartner.com/doc/2625419/forecast-internet-things-worldwide- 
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も運営し、企業や組織を超えた共通の「場」を提供するメディアとなれるよう活動を行っている。
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